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学位論文等題目 〈論文〉 妄想する身体 
 〈作品〉 Cambrian Explosion 
Ghost Painting 




 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 齋藤芽生 
（論文第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 布施 英利 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 杉戸 洋 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） Ｏ ＪＵＮ 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 小林 正人 
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る。グロテスクなイメージから５分程度の時間の中で少しずつ見る側の心理をずらしながら美しいもの
へと、または別の主題へとずらしていく救済の力があるので不思議である。強烈な薫りをただよわせる蘭
の花をまじまじと見つめるような感覚である。そして頭の背後にミツバチがぐるぐる回っているような。
今となって考え直すと本人もいろんなマニアックな植物を育てていると聞いていたので、この観点から
もいわぬが花の部分で助けられているように思える。 
高田の頭の中で膨張し続ける妄想の世界を広げていきながらも平凡な自分へのまなざしとコンプレク
スの持続が独自のナルシシズムの終わらぬ追求であり、鑑賞者の心をつかみ続けていくのであろう。  
これらの作品、また今後制作される高田の作品は単なる自撮り映像作品としてではなく時代が移り変わ
りその時取り上げた映画、MVが過去のものになろうとYouTubeの変容とともにパラレルに検証し続けるべ
き映像制作と考える。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
熱を帯びた眼で観者を見つめ返しながら身体をくねらせ歌う人魚の映像。（『 Cambrian Explosion』）。彼
女は自らを励ますミュージカルソングにのせ、人間の姿に生まれ変わるため尾ひれを包丁で切り裂く。一
方にあるのは、手の中の生首から滴る血で硝子に書き上げられていくドローイングの映像（『 Ghost 
Painting』）。高田冬彦の映像作品は正視するのが憚られるような、痛々しい居たたまれなさに満ちている。 
四畳半のセットとハリボテ小道具に飾られた「たった一人の主役が耽る陶酔」の行き場のなさは、耽美と
はかけ離れた平凡な青年が演じているせいでますます強調される。それでいながら、えも言われぬ笑いと
エレガンスを感じさせる演出の力量が、高田にはある。 
高田が作り続ける映像作品は、自己分析や社会批評がまず下敷きにあるというものではない。それらは
おそらく彼自身の衝動からすなおに導かれたものだ。論文は結果的に、その衝動の奥の自己分析をさせる
結果となった。 
論文『妄想する身体』で例に挙げられたポップシンガーたちのPV、その人物中心の構図と挑むような視
線。それは平凡なみにくい自己像が大逆転の変身を遂げてきらきらとしたヒロインに転じて見える、「鏡」
のようなものだ。自身の冴えない過去のことだけではなく、自分と一心同体のような結びつきである母親
の自我や性のありように踏み込んでいく。この論文の執筆は勇気のいることだったかもしれない。平凡に
しか生きられない人間の圧迫の中では、いかなるイメージが「憧れ」られ、なにが「強さ」の表象となっ
ていくのか。彼の作品の多くは、憧れを戯画化して失笑を誘いつつも、まじめな道化の瞳の強さによって
不意にひとを感動させてしまうという構造を持っている。それは母と自身の同一化ゆえ何重にも入れ子
構造になった「多重的な自己愛」の構造そのものなのかもしれない。ラカンの鏡像段階やカイヨワの遊戯
の四要素、ヴィト・アコンチの映像作品の構造などを解釈しようと試みた初稿の論文を途中でかなぐり捨
て、結局は自伝的要素に終始する論文とはなったが、作家本人にしか書けない赤裸々なドキュメントでも
ある提出論文の勢いを評価し、合格とした。更に、完成度もインパクトも兼ね備えた提出映像作品群は、
非常に高く評価された。 
